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〈奨励研究ノート〉
親族内における呼称について
―ウズベク語と日本語との対照的観点から―
ハルナザロフ・マムルジョン（東京外国語大学大学院博士後期課程）
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1. はじめに
　本稿では、ウズベク語と日本語での親族内における呼称表現の使い分けの現状と特徴を検
討し、両言語の親族内での呼称の仕組みを整理・分析する。具体的には、ウズベク語母語話
者と日本語母語話者を対象に行ったアンケート調査にもとづいて、親族・姻族に呼びかけた
り言及したりする際の親族呼称について、相手との距離や年齢の上下、相手の社会的地位と
いったさまざまな対人的要因との関わりを詳細に検証し、両言語の類似点と相違点を明らか
にすることを目的とする。
2. 先行研究
　現代の呼称表現に関する研究において、言語学の立場からのウズベク語の親族語に関する
著書や論文は、大川・Aliqulov・Kahramanog’li（2000）（以下大川他（2000））、Isayeva（2014）、
Saidova（1993,･2001）、ハルナザロフ（2017）など、それほど多くないようである。
　大川他（2000）は日本語・ウズベク語・カザフ語・トルコ語の親族語について、家系図を
模した図で表示したものであり、図で示したものを除き、他に何も述べていない。
　Saidova（1993,･2001）では、歴史的研究を通して、親族語の形式について分析している。
　Isayeva（2014）は、親族語を性による区別という観点から、1）男性に対して使われる親族語、
2）女性に対して使われる親族語、3）性の区別なく使われる親族語の三つに分けて検討して
いる。他に親族語の呼びかけの用法や接辞添加の問題などについても指摘している。しかし、
ウズベク語の親族語の性別に関する考察は、標準語や方言、古形などが混ざっていて、きち
んと整理されていない。また、親族語として取り上げているものは、ウズベク語の親族語の
一部のみであり、親族語の全体系の整理という課題が残されている。接辞添加の問題に関す
る考察は浅く、親族語に添加できる接辞の種類や使用範囲などが正確に示されていない。
　ハルナザロフ（2017）は、ウズベク語（チナズ方言）の親族呼称について、アンケート調
査にもとづいて検討したおそらく最初の論文である。同論文では、ウズベク語の親族呼称の
使い分けに、年齢の長幼が重要な軸として働くことを確認した他、（1）父方か母方かによる
違い、（2）身内か否かによる違い、（3）親疎関係（既知の人であるか否か）、（4）視点の移
動の問題、（5）接辞添加の問題などといった多くの要素が関与することを指摘している。
　日本語の親族呼称については、膨大な研究があり、運用の問題に限っても、鈴木（1973,･
1979,･1982,･1998）、谷（1974a,･1974b,･1978）、渡辺（1978）、セペフリバディ（2012）などが
挙げられる。
　鈴木（1973：146~155）は、話し手が自分自身に言及する言葉のすべてを総括して「自称詞」
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と呼び、話し相手に言及する言葉を総称して対称詞と呼んでいる。また、親族間での呼び方
を土台に、「目上・目下」による呼称の原則を見出し、その用法の制約について次の五つの
条件を挙げている。
①　･目上の親族に対して人称代名詞を使って呼びかけたり、言及したりすることは出来ない
が、目下の親族に対してはできる。
②　目上の親族を通常、親族語を用いて呼ぶが、目下の親族に対してはそれができない。
③　目上の親族を名前だけで直接呼ぶことはできないが、目下の親族に対してはできる。
④　･目上の親族に対して自分を名前で呼ぶことはできるが、目下の親族に対してはそれがで
きない。
⑤　･目下の親族に対して自分を相手の立場から見た親族語で称することができるが、目上の
親族に対してはそれができない。
　さらに、このような親族間の原則は、親族外の社会的場面にも当てはめられると指摘し、
親族語の非親族に対して使われる虚構的用法についてもくわしく論じている。
　谷氏の一連の研究では、日本語の親族語の使用に見られる対人関係の分析に重点が置かれ、
他言語との比較を通して詳細な考察が行われている。
　渡辺（1978：32~38）は日本語の親族語の特徴として次のようなことを挙げている。
①　個人親族語 1 には単語の数が多いものと少ないものとがある。
　　単語の数が多いもの：父・母・祖父・祖母・夫・妻などを表す個人親族語。
　　単語の数が少ないもの：孫・甥・姪・いとこなどを表す個人親族語。
②　･下の世代及び兄・姉を除く同一世代の個人親族語は、すべて名称にしか使用できず、呼
称には人名を使用する。一方、兄・姉を含む上の世代の個人親族語は呼称にも名称にも
使用できるが、人名は呼称に使えない。
③　･兄・姉を含む上の世代の個人親族語は、呼称として使用できるものとできないものとが
ある。父・母、祖父・祖母や兄・姉などは名称には使えるが、呼称には使えない。
④　･個人親族語は年少の子供の立場からも使用できる。例えば、親が自分の子供に向かって、
自分のことを（子供の立場からの）「お父さん」「お母さん」と言うことができる。
⑤　･年少期に、親族によって獲得した呼称や名称は生涯にわたって根強く残存する傾向があ
る。
⑥　･個人親族語の中には意味が多義語化して年齢階梯語として使用されるものがある。祖父・
祖母・おじ・おば・兄・姉・むすめを意味する個人親族語を、それぞれ老人の男・女、
中年の男・女、若い男・女として使用する。
⑦　･日本語の年齢階梯語化した兄・姉名称には、一種のもちあげことばとしての用法さえあ
る。例えば、泣いている子供に、たとえその子に弟や妹がいなくても、「痛くても泣か
ない！△△ちゃんは、もうお兄ちゃん（・お姉ちゃん）なんだから。」というような場
合である。
⑧　･個人親族語は、直系と傍系を区別するが、父系と母系を区別しない。例えば、親と親の
兄弟姉妹は区別するが、親の兄弟姉妹は、父系も母系も同じおじ・おばである。　
　セペフリバディ（2012）は、現代日本語の親族成員間の呼びかけ表現に限って、話し手と
話し相手の年齢や性差などに着目して考察したものである。同論文では、鈴木（1973）の「目
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上・目下」の原則について、現在では変わっている可能性があると指摘し、東京在住の日本
人 250 名を対象にアンケート調査を実施し、部分的に鈴木説に反する点や指摘されていない
新たな点について指摘している。同論文の主張をまとめると次のようになる。
①　･父母・祖父母に対して「名前・あだな＋さん／ちゃん」などの呼称も若干使われており、
「さん」は父母で、「ちゃん」は祖父母でそれぞれ優勢である。
②　･兄・姉に対して、親族呼称以外に、名前やあだ名など非親族呼称で呼ぶことも多く、会
話の中では、「あなた」「あんた」「お前」などの人称代名詞を使うこともある。
③　･話し手の年代によって呼び方が変わり、成長とともに呼称の社会化が観察される。特に
男子の方が女子よりも早く幼児語的な呼称を避け、社会的な呼称を使用しようとする傾
向が強い。
　親族語に関するウズベク語と日本語の対照研究は、筆者の調べた限りでは見当たらなかっ
た。
3. 調査概要 2
　ウズベク語については、2009 年 5 月～ 7月にかけて、タシケント州チナズ市に住む 20 代
～ 50 代の男女 11 名を対象に実施された 3。日本語については、2016 年 5 月～ 6月にかけて、
東京都府中市に住む 30 代～ 60 代の男女 11 人を対象に行われた。男女別の内訳は、両言語
ともそれぞれ男性 4人に女性 7人である。質問事項は、本人を基準にして、上位 2世代、同
世代、下位 2世代まで合わせて 5世代の親族を対象とした。
　調査方法は、主に記入式によるものであったが、場合によっては、面接の形で、「○○（親
族）に直接呼びかけたり言及したりする時何と言いますか」と質問し、回答を記入してもら
うという方法で行った。なお、より正確な回答を得るために、回答者にその質問事項の親族
が実際にいる場合に限って回答してもらった。
4. 調査結果と分析
　紙幅の関係で調査結果の詳細は割愛し、分析結果のみ示す。
　調査の結果を分析する際、親族語を「呼びかけ（address）」と「言及（reference）」に分
けて考察した。「呼びかけ」とは、親族に直接呼びかける時の用法であり、「言及」とは、話
題の人物として親族に言及する時の用法である。
　ウズベク語では、同一の親族語が複数の親族関係に対して用いられることがある。例えば、
標準ウズベク語の「兄」に当たる呼称である aka は、夫やおじ、いとこなど年上の傍系男
性親族（姻族）に対して使われる。また、「姉」に当たる呼称である ɔpa は、母やおば、祖
母などの女性親族（姻族）に対して使われることがある。その他にも、dada（父と祖父に
対して）や bɔva（祖父とおじに対して）など、いくつか例が見られる。これは、これらの
親族語の用法の歴史と深い関係がある 4 と思われるが、本稿ではこれ以上触れないことにす
る。
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4.1　血縁関係
4.1.1　上位世代の親族
4.1.1.1　祖父母に対する呼称
　ウズベク語では、祖父母に対する呼称のバリエーションが豊富である。呼びかけの場合、
祖父に対しては、bɔva、dada、katata、ɔta、ɔpɔġ･dada などの親族語を用い、祖母に対しては、
aya、buvi、ena、katta･ɔyi、mɔma、ɔpa、ɔpɔġ･ena、ɔyi などの親族語を用いる。祖父の場
合は、父方と母方では違いが見られないが、祖母の場合は、それぞれ違う親族語を使う例が
若干観察された。例えば、女性の場合、父方では ena を用いるが、母方では ɔpɔġ･ena を用
いるケースが 1例、父方では ɔyi を用いるが、母方では buvi を用いるケースが 1例観察さ
れた。男性の場合、父方では ena を用いるが、母方では buvi を用いるケースが 1例、父方
では ɔyi を用いるが、母方では katta･ɔyi を用いるケースが 1例観察された。
　言及する際には、話し相手が自分と同世代及び上の世代の親族または他人である場合は、
呼びかけに用いる語形に所有一人称接辞 5-(i)m を付けて「私の○○」というふうに表現する。
例えば、祖父の場合、呼びかけに ɔta を用いる人は、言及する時に ɔta-m と言う。祖母の場
合、呼びかけに ena を用いる人は、言及する時に ena-m と言う。しかし、話し相手が下位
世代の親族である場合は、自分自身の立場から表現するのではなく、（下位世代の）話し相
手の立場に立って、親族語に所有二人称接辞 -(i)ŋ を付けて「あなたの○○」というふうに
表現する特徴が見られた。例えば、祖父の場合、呼びかけに ɔta を用いる人は、一世代下の
親族を相手に katta･ɔta-ŋ（あなたの曾祖父）と言及する。祖母の場合、呼びかけに ena を
用いる人は、一世代下の親族を相手に katta･ena-ŋ（あなたの曾祖母）と言及する。
　筆者の内省によれば、一般にウズベク語においては、上位世代の親族に言及する場合、呼
びかけに用いる語形に所有一人称接辞 -(i)m を付けて「私の○○」というふうに表現する。
一方、下位世代の親族との会話では、話し手と言及の対象者との親族関係を直接表現しない
で、話し相手の立場に立って間接的に表現する。調査の結果も筆者の内省と一致する。なお、
予告的に言えば、父母やおじ・おば、兄弟姉妹等に対する言及表現においても、同じような
調査結果が得られたが、そのことについては特に言及せず、その他の事項について述べる。
　日本語では、祖父母に対する呼称はウズベク語ほど数が多くない。また、日本語には所有
人称接辞がない点がウズベク語と大きく異なる。
　呼びかけの場合、父方と母方を区別せず、祖父に対しては「（名前＋）おじいさん」「（名前＋）
おじいちゃん」、祖母に対しては「（名前＋）おばあさん」「（名前＋）おばあちゃん」と言う。
呼称接辞は「ちゃん」の方が「さん」よりも回答数が多いという結果が出た。なお、祖父母
に対して「名前＋ちゃん」のように、非親族呼称で呼びかける例が 4例観察された。
　言及する際には、話し相手が親族や親しい友人である場合は、呼びかけに用いる語形をそ
のまま使用する回答者がほとんどである。なお、上司や見知らぬ人との会話では、呼びかけ
の場合と異なる語形の親族語を使用する傾向が見られた。例えば、祖父の場合、呼びかけに
「おじいさん」を用いる人は、言及する際には「（父方・母方の）祖父」と言う。祖母の場合、
呼びかけに「おばあさん」を用いる人は、言及する際には「（父方・母方の）祖母」と言う。
話し相手によって呼びかけと言及とでは異なる語形の親族語を用いるという特徴は、祖父母
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だけでなく父母やおじ・おばなど他の親族の場合も観察されたが、以下、この点については
いちいち指摘せず、その他の事項について述べる。
　セペフリバディ（2012）は、小・中学校の頃は、祖父を「ジジ」「ジージ」、祖母を「ババ」
「バーバ」という愛称的名称で呼ぶことが一番多く、成長に伴い「おじいちゃん」「おばあちゃ
ん」や「じいちゃん」「ばあちゃん」のような基本的な名称が用いられるようになると述べ
ている。高校生や大学生では「お」を付けない「じいちゃん」「ばあちゃん」の使用が多く、
その理由として「「お」を付けるのは子供っぽい」や「兄の言葉をまねた」などの回答者の
コメントを挙げている。また、祖父母を「名前・あだ名＋さん／ちゃん」という非親族呼称
で呼ぶことの背景には、祖父母との親密な関係が反映されていると指摘している。
　
4.1.1.2　父母に対する呼称
　ウズベク語では、呼びかけの場合、父親に対しては dada、ada、ɔta、母親に対しては
ɔpa、ɔyi と言う。また、今回の調査では回答がなかったが、筆者の内省では母親に対して
aya も多用されると思われる。言及の場合、呼びかけに用いる語形に所有一人称接辞 -(i)m
を付けて、dada-m（私の父）や ɔpa-m（私の母）のように表現する。なお、下位世代の親
族との会話では、4.1.1.1 で述べたのと同様、話し相手の立場に立って間接的に表現する。
　日本語では、呼びかけの場合、父親は「お父さん」「父さん」「父ちゃん」であり、母親は
「お母さん」「母さん」「母ちゃん」である。言及する際には、それぞれ「父」「母」と言う。
　セペフリバディ（2012）は、男子の場合、幼児期に「パパ」「ママ」という愛称的名称を
用いるが、高学年になると徐々に「父さん」「母さん」という基本的名称が主流になり、さ
らに大学生、社会人になると「おやじ」「おふくろ」という俗語的名称が増えると述べている。
一方、女子の場合は、「パパ」「ママ」という愛称的名称を小学校高学年でも引き続き使用し、
中学生、高校生になって「お父ちゃん」「お母ちゃん」あるいは「お父さん」「お母さん」と
いう基本的名称が定着するとしている。しかし、男子とは違い、「お」が落ちる割合が低く、
また、大学生や社会人になっても俗語的な名称はあまり用いないと指摘している。
4.1.1.3　おじ・おばに対する呼称
　ウズベク語では、おじ・おばに対する呼称は、バリエーションが豊富であり、それぞれ次
のような親族語が用いられる。
　　「父方のおじ」　――　aka、amaki、bɔva、ɔpɔġ･dada
　　「母方のおじ」　――　tɔġa、katta･tɔġa、kičkina･tɔġa
　　「父方のおば」　――　amma、ɔpa
　　「母方のおば」　――　xɔla、xɔlača
　　「父方のおじの妻」　――　katapa、kennayi、kennɔyi、ɔyi、yaŋga、čeča
　　「母方のおじの妻」　――　kennayi、kennɔyi、čeča
　　「父方のおばの夫」　――　pɔčča、jezda、jezza
　　「母方のおばの夫」　――　pɔčča
　おじ・おばに対する呼称は、父方であるか母方であるかという点で区別され、それぞれ違
う呼称が用いられる。呼びかけの場合、父方のおじは amaki であるが、母方のおじは tɔġa
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である。同様に、父方のおばはammaであるが、母方のおばはxɔlaである。父方のおじの場合、
amaki と aka は伯父と叔父の両方に対して使われるが、ɔpɔġ･dada は伯父の方に限定される
ことがうかがえる。おじの妻は、父方・母方共に kennayi を用いる回答者が多く、おばの
夫は、pɔčča を用いる回答者が多い。なお、伯母の夫に対して jezza、jezda を用いる回答者
もいる。おじやおばが二人以上いるような場合には、年齢の長幼を区別するための親族語は
見当たらない。このような場合は、親族語の前に名前を付けて呼びかけるか、katta（年上の）
や kičkina（年下の）という形容詞で修飾して使い分ける。この法則は他の親族が二人以上
いる場合にも当てはまると考えられる。言及する際には、呼びかけに用いる語形に所有一人
称接辞 -(i)m を付けて、amaki-m（私の父方のおじ）や xɔla-m（私の母方のおば）のように
表現する。なお、下位世代の親族との会話では、4.1.1.1 節で述べたのと同様、話し相手の立
場に立って間接的に表現する。
　日本語では、父方か母方かによる区別はなく、男性なら「おじさん」「おじちゃん」と呼び、
女性なら「おばさん」「おばちゃん」と呼ぶ。両親との年齢の上下を表すために漢字表記を
用いて、年上の方を「伯父」「伯母」、年下の方を「叔父」「叔母」と書き分けるが、発音上
は同じく「おじ」「おば」である。言及する際には、呼びかけに用いる語形の「さん」や「ちゃ
ん」がない形が使われる。
4.1.2　同世代の親族
4.1.2.1　兄弟姉妹に対する呼称
　ウズベク語では、兄・姉に呼びかける際には、親族語を用いる。兄に対しては aka、姉に
対しては ɔpča、ɔpača と呼びかける。その配偶者の場合も、たとえ自分より年下であって
も兄や姉と同等の目上とみなし、親族語で呼びかける。兄の妻を kennayi、kennɔyi、yaŋga
と言い、姉の夫を pɔčča と言う。言及する際には、呼びかけに用いる語形に所有一人称接辞
を付けて、aka-m（私の兄）や ɔpača-m（私の姉）というふうに、「私の」ということを明
示する。なお、下位世代の親族との会話では、4.1.1.1 節で述べたのと同様、話し相手の立場
に立って間接的に表現する。
　弟や妹など自分より年下の親族の場合、名前で呼びかける回答者が多い。なお、親族語を
用いて呼びかける例も観察された。弟や妹の配偶者についても同じことが言える。言及する
際には、親族語に所有一人称接辞を付加して、uka-m（私の弟）や siŋl-im（私の妹）のよう
に表現する。その配偶者の場合、妹の夫を kuyɔv-im（私の婿）、弟の妻を kelin-im（私の嫁）
のように言うか、siŋglimniŋ･eri（妹の夫）、ukamniŋ･xɔtini（弟の妻）のように、「誰々の夫
／妻」と表現する。
　日本語では、ウズベク語と同様、同世代の年上の親族には親族語で呼びかけ、年下の親族
には名前や名前に「さん」「ちゃん」「くん」を付けた形で呼びかける。兄は「お兄さん」「お
兄ちゃん」または「お」を取り除いた「兄さん」「兄ちゃん」などで、姉は「お姉ちゃん」「姉
ちゃん」などで呼びかける。呼称の接辞は「ちゃん」の方が「さん」よりも優勢であり、特
に姉の場合は「さん」付けで呼ぶものは一人もいなかった。この理由は、兄弟同士で互いに
年齢が近いため、より親しみを込めた「ちゃん」の方が好まれるからであろう。また、兄・
姉に対して非親族呼称（名前の呼び捨て）を使用する例も若干見られたが、この点でウズベ
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ク語とは対照的である。言及する際には、親族語を用いて、それぞれ「兄」、「姉」、「弟」、「妹」
と呼ぶ。
　兄弟姉妹の配偶者への呼びかけは、ウズベク語とは違い、実の兄弟姉妹への呼びかけの場
合と同じような言い方をする。兄の妻を「お姉さん」、姉の夫を「お兄さん」と言う。弟の
妻と妹の夫は名前や名前に「さん」「ちゃん」を付けた形で呼ぶ。なお、「名前＋さん、ちゃ
ん」は年齢の上下を問わず、兄や姉の配偶者に対しても用いることができる。言及する際に
は、「兄／弟の奥さん」や「姉／妹の旦那さん」という言い方が多かった。
　セペフリバディ（2012）は、小学生から社会人まで男女ともに兄・姉に対して名前やあだ
名など非親族呼称を使用する人が多く、特に社会人は男女ともに兄に対して親族呼称を使用
する者が 1人もいなかったという調査結果を出している。その理由として、「アニメやイン
ターネットの影響で（65 名）」、「成人してから親族呼称で呼ぶのが恥ずかしくなった（40 名）」、
「年齢が近いため親しみを込めて（13 名）」、「友人に真似て（10 名）」などの回答者のコメン
トを挙げている。
4.1.2.2　いとこに対する呼称
　ウズベク語のいとこに対する呼称は、実の兄弟姉妹に対する呼称とほぼ同じ呼称を使用
している。いとこが年上である場合は、男性に aka などの親族語を用いて、女性に ɔpača、
ɔpča などの親族語を用いて呼びかける。なお、このような場合は、回答者のコメントによ
ると、親族語の前に名前や愛称を添えて「名前・愛称＋親族語」で呼びかけることが多い
という。話し相手が年下の場合は、名前で呼びかけるのが普通であるが、uka（弟）、siŋgil
（妹）、jiyan（甥／姪）などの親族語を用いて呼びかける例も観察された。なお、いとこ
に対する呼びかけにおいて、父方か母方かによる区別は見られなかった。言及する際に
は、親族語に所有一人称接辞を付けて amakivačča-m/ammavačča-m6（私の父方のいとこ）、
tɔġavačča-m/xɔlavačča-m（私の母方のいとこ）のように言うか、amakimniŋ･oġli（私の父
方のおじの息子）、xɔlamniŋ･qizi（私の母方のおばの娘）のように、「誰々の息子／娘」と表
現する。なお、下位世代の親族との会話では、4.1.1.1 節で述べたのと同様、話し相手の立場
に立って間接的に表現する。
　日本語のいとこに対する呼称は、ウズベク語とは違い、年齢の上下による区別はなく、男
性なら、「名前＋くん、ちゃん、さん」などで、女性なら「名前＋ちゃん、さん」などで呼
びかける。呼称の接辞は、男のいとこの場合、「くん」と「ちゃん」の両方が用いられるの
に対し、女のいとこの場合は、主に「ちゃん」付けで呼びかけ、「くん」を用いる例はなかっ
た。なお、日本語においても、いとこを父方か母方かによって区別する例は見られなかった。
言及する際には、親族語を用いて「いとこ」「いとこの○○」と言うか、「おじの息子」「お
ばの娘」のように表現する。
4.1.3　下位世代の親族
4.1.3.1　息子・娘に対する呼称
　ウズベク語では、息子・娘及びその配偶者への呼びかけは、名前を用いる回答者が多いが、
親族語を使って qiz-im（娘よ）と呼びかける例も見られた。言及する際には、親族語に所有
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一人称接辞を付けて、息子を oġl-im（私の息子）、娘を qiz-im（私の娘）、娘の夫を kuyɔv-im（私
の婿）と言う。今回の調査では回答がなかったが、息子の妻は、弟の妻と同じく kelin、ke-
lin-im と言うのが普通であると思われる。
　日本語では、息子・娘及びその配偶者は、名前や名前に「くん」「ちゃん」を付けた形で
呼びかけ、この点でウズベク語と似ていると言える。しかし、ウズベク語では、下位世代の
親族に対して親族語を用いて呼びかけることができるのに対して、日本語ではこのような用
例が見られない。なお、宋（2007･:･116）は、日本語の場合、呼びかけ表現として「息子よ」
のように呼格助詞の共起が条件で用いられることがあるが、これは演劇や詩などのジャンル
に限られていると指摘している。言及する際にはそれぞれ「息子」「娘」、その配偶者を「嫁」
「婿」と言う回答が多かった。
4.1.3.2　甥・姪に対する呼称
　ウズベク語では、甥・姪への呼びかけは、主として名前を用いるが、親族語を使って jiyan（甥
／姪）と呼びかける例が 2例観察された。言及する際には、親族語に所有一人称接辞を付け
て jiyan-im（私の甥／姪）のように言うか、akamniŋ･oġli（私の兄の息子）、ɔpčamniŋ･qizi（私
の姉の娘）のように、「誰々の息子／娘」と表現する。
　日本語では、呼びかける際には名前や名前に「くん」「ちゃん」を付けた形を用い、言及
する際には親族語を使って、それぞれ「甥」「姪」と呼ぶ。
4.1.3.3　孫に対する呼称　
　ウズベク語では、呼びかける際には名前を用いるが、言及する際には、親族語に所有一人
称接辞を付けて nevara-m（私の孫）と言う。
　日本語では、呼びかける際には名前や名前に「くん」「ちゃん」を付けた形を用いる。言
及する際には、孫が女性の場合は「孫娘」という親族語を使うことがあるが、孫が男性の場
合は「孫息子」とは言わず、「孫」と言う。
4.2　夫婦関係
4.2.1　配偶者に対する呼称
4.2.1.1　配偶者への呼びかけ表現
　ウズベク語では、配偶者に呼びかける際の言い方には、視点移動類（子や孫の視点から見
た言い方。後述）をはじめ、親族語類、感動詞類、名前の呼び捨てなどさまざまな形がある。
一般的な傾向としては、夫は妻に名前や名前の愛称形を用い、妻は夫を呼び捨てにすること
ができず、子供が生まれる前は、「hey」「hɔy」などの感動詞や「名前＋ aka」（〇〇お兄さ
ん）のような親族語を用いるが、子供が生まれてくると、dada-si（お父さん！）や bɔbɔ-si（お
じいさん！）のように呼びかけることが多い。この dada-si、bɔbɔ-si などは、日本語で言う
と妻が夫に向かって「お父さん！」と呼ぶのにほぼ相当するが、次の点で日本語とは異な
る。dada-si と bɔbɔ-si はそれぞれ、「dada（父）＋ si（所有三人称接辞）」「bɔbɔ（祖父）＋
si（所有三人称接辞）」という構造であり、直訳すると dada-si は「（彼／彼女の）お父さん」、
bɔbɔ-si は「（彼／彼女の）おじいさん」ほどの意味である。要するに、家族の最年少者にとっ
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ての「お父さん」であり、「おじいさん」であることが明示された語形なのであり、そのよ
うなマークのない「お父さん！」「おじいさん！」という日本語の表現とは決定的に異なる
のである。なお、これら子や孫の立場に視点を移動する dada-si（お父さん！）や「お父さん」
のような表現を、以後「視点移動類」と呼ぶことにする。妻に呼びかける時も aya-si、ɔna-si（お
母さん！）のような言い方ができると思われるが、今回の調査では用例がなかった。
　日本語では、子供が生まれる前は名前を用いるが、子供が生まれた後は、夫に対しては「お
父さん」「お父ちゃん」「パパ」など、妻に対しては「お母さん」「ママ」などのような視点
移動類を用いる回答者が多く、この点でウズベク語と共通している。しかし、子供がいる家
庭でも、配偶者を子供の前で呼ぶ場合と二人だけの時に呼ぶ場合とでは違った言い方をする
回答者が多いという結果が出た。つまり、子供の前では「お父さん」「お母さん」のような父・
母称で呼び、二人だけの時は名前や代名詞（「あなた」など）、感動詞（「お～い」「ねえ」な
ど）を用いる夫婦がほとんどである。ウズベク語では、このような場合、違う言い方をする
回答者はいなかった。
　また、日本語では、夫婦間において年齢差による上下関係が成立しておらず、互いに名前
や人称代名詞で呼び合うことができるという点でウズベク語とは対照的である。
4.2.1.2　配偶者への言及表現
4.2.1.2.1　話し相手が親族・姻族の場合
　ウズベク語では、話し相手が親族・姻族の場合は、話し相手の立場に視点を移動して「あ
なたの○○」と言及する傾向が見られた。例えば、夫に言及する場合を見ると、上位及び同
世代の年上の親族を相手に kuyɔv-iz（あなたのお婿さん）、弟・妹を相手に pɔčča-ŋ（あな
たの義理のお兄さん）、子供を相手に dada-ŋ（あなたのお父さん）と言う。話し相手が姻族
の場合は、夫の両親を相手に oġl-iz（あなたの息子さん）、夫のおじ・おばを相手に jiyan-iz（あ
なたの甥御さん）、夫の兄・姉を相手に uka-iz（あなたの弟さん）、夫の弟・妹を相手に aka-
iz（あなたのお兄さん）と言う。kuyɔv-iz は、標準語の kuyɔv-iŋgiz（kuyɔv（婿）+･(i)･ŋgiz（所
有二人称接辞敬称））に当たる表現であり、「あなたのお婿さん」ほどの意味である。oġl-iz、
jiyan-iz、uka-iz、aka-iz なども同じく、「親族語＋所有二人称接辞敬称」という構造である。
夫に言及する表現として、他に、呼びかけの時に用いる dada-si（お父さん！）や「名前＋
aka」（〇〇お兄さん）をそのまま言及に用いる例も若干見られた。妻の場合、（妻の）名前
を用いることが多いが、話し相手の立場に視点を移動して言及することもできる。例えば、
話し相手が親族である場合は、上位世代の親族を相手に kelin-iz（あなたのお嫁さん）、弟・
妹を相手に kennayi-ŋ（あなたの義理のお姉さん）、子供を相手に aya-ŋ、ɔpa-ŋ（あなたの
お母さん）と言う。話し相手が姻族である場合は、妻の両親を相手にqiz-iz（あなたの娘さん）、
妻の兄・姉を相手に siŋgl-iz（あなたの妹さん）と表現する。
　日本語では、親族・姻族を相手に配偶者に言及する際には、名前類を用いる回答者が多かっ
た。なお、夫への言及表現として義理の弟・妹を相手に視点移動類の「お兄さん」と言う例
が 1例観察された。しかし、話し相手が子供である場合は、子供の立場に視点を移動して、
夫には「お父さん」「お父ちゃん」「パパ」などの父称で、妻には「お母さん」「ママ」など
の母称で言及する傾向が見られた。
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4.2.1.2.2　 話し相手が親族・姻族以外の場合
　ウズベク語では、話し相手が上司や初対面の人など改まった場面において、夫を xojayin-
im（私の主人）、妻を ayɔl-im（私の妻）、turmuš･ortɔġ-im（私の配偶者）と言う。話し相手
が知り合いや友人などくだけた場面では、夫を er-im（私の夫）、妻を xɔtin-im（私の妻）と
言う。このような場合、話し手は配偶者との関係を自分自身の視点から表現する。しかし、
話し相手が隣の子である場合は、子供の立場に視点を移動して、夫については amaki-z（あ
なたのおじさん）、「名前＋ aka-iz」（○○お兄さん）、妻については「名前＋ kennayi-ŋ」（○
○お姉さん）と表現する。なお、夫に対して、呼びかけに用いる dada-si（お父さん！）や「名
前＋ aka」（〇〇お兄さん）をそのまま言及表現として使う例も観察された。
　日本語では、配偶者への言及表現にはさまざまな言い方があり、話し相手や場面によって
使い分けられる。上司や初対面の人など改まった場面では、夫を「主人」、妻を「妻」と言
う回答者が多い。友達との会話では、夫の場合は名前や「主人」「旦那（さん）」「パパ」など、
妻の場合は「（うちの）奥さん」「妻」「家内」などさまざまな言葉が用いられている。なお、
隣の子との会話では、「わからない」と答えた人もいるが、他に視点移動類の「おじさん」「お
ばさん」を用いる回答者もいる。
　なお、米田（1986）が首都圏に住む夫婦を対象に行った調査では、夫への言及の場合、「主
人」の使用率が改まった場面でもくだけた場面でも圧倒的に高いという。妻への言及の場合、
改まった場面では「家内」が多く、くだけた場面では「名前」が多いという研究結果を出し
ている。
5. まとめ
　今回の調査結果によって明らかになった両言語の呼称表現の異同は以下の諸点にまとめら
れる。
①　ウズベク語では、同一の親族語が複数の親族関係に対して用いられることがある。
②　･両言語とも、親族成員間での呼びかけにおいては、世代の上下が呼称の使い分けの基準
になっており、自分より上の世代の親族は親族語で呼びかけ、下の世代の親族は名前や
愛称で呼びかけるという点で共通している。なお、日本語では、上位世代の親族に対し
て「名前＋さん／ちゃん」で呼びかける例も観察されたが、ウズベク語ではそのような
用例は見られない。
③　･ウズベク語では、同世代の親族に対する呼びかけにおいても年上か年下かの区別は厳格
に守られており、兄・姉のみならず、年上のいとこに対しても親族語で呼びかけるのが
普通である。一方、日本語では、兄・姉に対して名前やあだ名など非親族呼称を使用す
る人が多く、同世代間の年齢の上下はそれほど重要視されていないようである。
④　･ウズベク語では、祖父母やおじ・おばの場合（いとこの場合は言及用法に限って）、父
方と母方で形式の相違が見られるが、日本語においては、そのような区別は見られない。
⑤　･ウズベク語では、年上の親族に限らず、年下の親族に対しても親族語を用いて呼びかけ
ることが可能である。一方、日本語では、年下の親族に対して親族語で呼びかける用例
は見られない。
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⑥　･日本語では、夫婦間の呼称において年齢差による上下関係が成立しておらず、互いに名
前や人称代名詞で呼び合うことができるが、ウズベク語では、夫に対して人称代名詞や
名前だけで呼びかけることはできない。しかし、子供が生まれてくると子供の立場に視
点を移動して配偶者に呼びかけるという点で共通している。なお、ウズベク語の場合、
その間接性が人称接辞によって言葉に現れることが特徴的である。
⑦　･両言語とも、自分より下の世代の親族との会話では、親族の誰かについて話す時、自分
と言及の対象者との親族関係を直接表現しないで、年少者（下位世代の親族）の立場に
立って間接的に表現する。しかし、ウズベク語では、このような場合、完全に子供の身
になりきるのではなく、所有二人称接辞を付けて「あなたの」と言わなければならない。
例えば、子供に向かって夫について dada-ŋ（あなたのお父さん）とは言えるが、dada（お
父さん）とは言えず、完全に自分と話し相手（年少者）を一体化させることはない。
略語
H.･:･Honorific,･･Poss.･:･Possessive,･･Sg.･:･Singular
注
1　渡辺（1978）は日本語の親族語彙を6つに分類し、そのうち、個人と個人の親族関係のみを指し示す語を個人親族語と呼び、
祖父・祖母・父・母・おじ・おば・兄・姉・弟・妹・甥・姪などを挙げている。
2　調査デ ター及び資料の表記は、IPAを交えた音素表記を使用した。具体的な表記法は、概ね庄垣内（1988）に従った。
3　調査結果の詳細については、ハルナザロフ（2017）を参照のこと。
4　詳しくは、Saidova（1993）、Tenishev（2001）を参照されたい。
5　ウズベク語は、他のチュルク諸語と同様、所有人称接辞や動詞人称語尾によって義務的に人称を表示する言語であり、この点
において日本語とは異なる。人や物事の属性を表す時に名詞に付加して用いられる所有人称接辞は、一人称は-(i)m（単）、
-(i)miz（複）、二人称は-(i)ŋ（単）、-(i)ŋgiz（複）、三人称は-(s)i（単・複）で表される。なお、二人称複数の-(i)ŋgizは単数の相手に
対して敬称の意味で用いられる場合がある。詳しくは、Asqarova at al.（2006：119）を参照されたい。
6　amakivačča･←〈amaki･+･bačča〉、文字通りには「父方のおじの子」、ammavačča･←〈amma･+･bačča〉、文字通りには「父
方のおばの子」
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A contrastive study on the use of the address terms for 
kinship in Uzbek and Japanese
Maamoorjon HALNAZAROV (Tokyo University of Foreign Studies)
【Keywords】Japanese, Uzbek, Kinship, Address, Viewpoint
　　　The purpose of the paper is to contrast and analyze the use of address terms for kinship in Uz-
bek and Japanese. The analysis has been made on the basis of the data obtained from questionnaire, 
targeting 11 Uzbek and 11 Japanese native speakers. Results indicated that kinship terms are common-
ly used to call elder members of the family in both languages. But in Uzbek, it is also possible to use 
kinship terms to call the younger members of the family, but it isn’t common. The relatives younger 
than the speaker, such as younger siblings, children and so on, are referred to or addressed by their 
first names in both languages. However some exceptions and differences are found in the actual situa-
tion.
